
●横浜はいま

　
今
日
、
全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
青
少
年
の
問
題
行
動
な

ど
の
非
行
は
、
横
浜
で
も
深
刻
さ
が
増

し
て
い
る
。
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健

全
育
成
へ
の
取
組
み
が
、
今
ほ
ど
求
め

ら
れ
て
い
る
時
期
は
な
い
が
、
こ
こ
で

は
非
行
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。

●
戦
後
最
高
の
補
導
件
数

　
道
路
交
通
法
令
違

反
な
ど
を
除
き
昭
和

五
六
年
中
、
刑
法
犯
で
補
導
さ
れ
た
少

年
（
一
四
歳
以
上
、
二
〇
歳
未
満
）
　
の

数
は
、
全
国
で
一
八
万
四
九
〇
二
件
に

の
ぼ
っ
た
。
件
数
、
人
口
比
と
も
戦
後

最
高
で
あ
る
（
図
－
１
）
。
全
国
に
お
け

二
割
に
あ
が
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
成
人
と
同
様
、
覚

せ
い
剤
の
乱
用
が
激
増
し
て
い
る
こ
と

が
、
青
少
年
非
行
の
特
徴
で
あ
る
。
五

六
年
で
ほ
二
五
七
五
件
、
五
二
年
の
二

倍
強
に
な
っ
た
。

●
家
庭
内
暴
力
な
ど
増
加

る
主
な
特
徴
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
第
一
は
、
低
年
齢
化
の
進
行
で
あ
る
。

四
七
年
と
五
六
年
と
を
比
べ
る
と
、
低

年
齢
化
の
傾
向
が
は
っ
き
り
出
て
い
る

（
図
-
２
）
。
ま
た
、
一
四
歳
未
満
で
違

法
行
為
を
し
た
触
法
少
年
も
同
じ
期
間

に
、
た
と
え
ば
二
二
歳
で
は
約
三
倍
、

一
二
歳
で
は
約
二
倍
に
ふ
え
て
い
る
。

　
第
二
は
、
青
少
年
に
よ
る
犯
罪
は
家

庭
の
経
済
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
発
生
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
五
六
年
中
に
刑

法
犯
で
補
導
さ
れ
た
青
少
年
の
家
庭
の

経
済
状
態
を
み
る
と
、
「
中
流
家
庭
」
が

八
七
％
と
圧
倒
的
で
あ
る
。

　
そ
し
て
第
三
の
特
徴
は
、
女
子
の
犯

罪
の
増
加
が
著
し
い
こ
と
で
あ
る
。
少

年
犯
全
体
に
占
め
る
割
合
が
、
四
〇
年

代
ま
で
の
約
一
割
か
ら
五
六
年
で
は
約

　
家
庭
内
暴
力
、
校
内
暴
力
に
つ
い
て

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

図一１　刑法犯少年のうち主要刑法犯で

　　　　補導された人員などの推移（全国）

図一２　刑法犯で補導された少年の年齢別構成比の比較
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家
庭
内
暴
力
　
　
　

は
一
一
九
四
件
（
五
六
年
）
、
前
年
に
比

ベ
一
六
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
中
学
生
の
お
こ
し
た
も
の
が
四
〇

％
弱
で
、
最
も
多
い
。
小
学
生
で
も
三

八
件
と
な
っ
て
い
る
。
暴
力
を
ふ
る
う

刑
　
法
　
犯 内

的
変
化

生
活
行
動
の
変
化

イ

青
少
年
問
題

　
警
察
庁
が
把
握
し

て
い
る
全
国
の
件
数
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対
象
は
、
母
親
に
対
す
る
も
の
が
最
も

多
＜
て
六
一
％
、
つ
い
で
父
親
に
対
し

て
が
一
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

校
内
暴
力

　
警
察
庁
に
よ
れ

ば
、
校
内
暴
力
の
件

的
要
因
と
が
あ
り
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
と
き
に
非
行
が
生
ず
る
と
い

う
（
表
ｌ
１
）
。
現
在
は
と
く
に
抑
制
的

要
因
が
弱
ま
っ
て
お
り
、
現
代
青
少
年

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
「
耐
性
の
欠

如
」
「
依
存
性
」
「
自
己
中
心
性
」
が
強

く
、
さ
ら
に
親
・
教
師
・
社
会
全
体
の

規
制
も
弱
く
な
っ
て
い
る
、
と
し
て
い

図一３　校内暴力発生件数(全国)

内
暴
力
を
お
こ
し
た
青
少
年
の
性
格
に

は
、
「
わ
が
ま
ま
」
「
耐
性
が
な
い
」
「
反

抗
的
」
の
三
つ
が
高
い
　
（
五
五
年
・
総

理
府
〔
家
庭
内
暴
力
に
関
す
る
調
査
研

究
」
）
。
暴
力
を
ふ
る
う
背
景
と
し
て
は
、

第
一
に
親
の
期
待
過
剰
、
第
二
に
父
親

の
無
気
力
が
あ
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

文
部
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
校
内
暴
力

事
件
が
お
こ
っ
た
学
校
で
は
、
教
師
の

側
に
お
け
る
対
応
の
不
一
致
・
足
並
み

の
乱
れ
な
ど
指
導
体
制
に
何
ら
が
の
欠

陥
が
あ
る
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
次
代
を
担
う
青
少
年
の
非
行

は
、
本
人
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
、

そ
し
て
社
会
全
体
に
が
が
わ
る
問
題
で

あ
る
。
社
会
を
構
成
す
る
各
集
団
、
各

人
の
連
携
に
よ
る
一
致
し
た
対
応
が
、

い
ま
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
期
は
な

い
と
い
え
よ
う
。

表－１　非行の要因
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数
は
五
六
年
の
場
合
、
前
年
の
三
八
％

増
、
二
〇
八
五
件
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

中
学
生
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
と
く

に
教
師
に
対
す
る
暴
力
事
件
で
は
九
五

％
を
占
め
て
い
る
（
図
－
３
）
。

●
複
雑
な
背
景
・
要
因

　
こ
れ
ま
で
刑
法
犯
や
家
庭
内
暴
力
、

校
内
暴
力
に
つ
い
て
全
国
的
な
傾
向
を

み
て
き
た
が
、
そ
の
背
景
・
要
因
は
複

雑
で
あ
る
。

　
五
七
年
版
青
少
年
白
書
で
は
、
現
代

青
少
年
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
（
性
格

的
特
徴
）
の
変
容
を
背
景
の
一
つ
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
が
ら
み
あ
い

な
が
ら
非
行
が
発
現
す
る
も
の
と
考

え
、
そ
の
発
生
過
程
の
説
明
を
こ
こ
ろ

み
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
非
行
の

要
因
に
は
①
誘
発
的
要
因
と
、
②
抑
制

る
。

ま
た
、
別
の
調
査
に
よ
る
と
、
家
庭
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